
西武地区中学校の統合に関する

保護者説明会

日付 令和6年9月26日

場所 西武中学校体育館
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１ ． 学校統合について
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学校統合の目的
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適正規模・適正配置で「教育の質」を下げない

少子化が進む時代の子どもたちに、本市の「豊かな人間性」を育成させるため、学

校の適正規模・適正配置を考慮する必要があります。

適正規模・適正配置の第一の眼目は教育環境・教育条件を整えて「教育の質」を下

げないことです。

本市における中学校の適正規模は、全学年合計10～18学級としています。

適正規模を維持するメリット

「入間市立小・中学校の規模及び配置の適正化関する基本方針」（H26策定）より一部抜粋

・適度な競争力を保持することで切磋琢磨し、一人一人の資質や能力をのばせる

・確かな教育水準を維持し、教育の機会均等が確保される

・クラス替えにより、人のつながりや友人関係が広げられる

・授業や体育祭などの行事を通じて、集団間の交流や向上心が育成できる

・多様な部活動を確保することができる



令和7年度の生徒数及びクラス数推計（通常学級）
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仏子小学校

6年生 35人（1クラス）

西武中学校

1年生 44人（2クラス）

2年生 36人（1クラス）

西武小学校

6年生 129人（4クラス）

野田中学校

1年生 109人（3クラス）

2年生 112人（3クラス）

新 西武中学校

1年生 164人（4または5クラス）

2年生 153人（4クラス）

3年生 148人（4クラス）

適正規模の維持が

可能となる

令和6年5月1日現在の児童・生徒数より



（参考）学校統合地区検討会議と学校統合委員会
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設
置
目
的

「入間市公共施設マネジメント事業計画」
による学校の統合を行うに当たり、当該
計画が地域に与える影響及び課題につ
いて地域ごとに住民の意見を聴取する
ため設置。
児童又は生徒の通学上の安全確保その
他の事業計画に係る課題等について検
討及び意見交換を行う

学校統合委員会学校統合地区検討会議

設
置
期
間

開
催
回
数

構
成

令和元年7月～令和3年3月 計10回開催

〇小・中学校ＰＴＡ 〇区又は自治会
〇民生委員・児童委員 〇公募
〇青少年健全育成推進会
〇保育所又は幼稚園等の保護者
〇狭山地方交通安全協会

21人

「入間市公共施設マネジメント事業計画」に基
づき、学校の統合を行うに当たり、調整が必
要な課題について住民及び学校関係者の意
見を聴取し、課題の検討及び調整を行い、円
滑に統合を推進するため設置。
学校の統合に係る諸課題に関する事項、その
他学校統合に関し教育委員会が必要と認める
事項について、意見を交換し、結果を教育長
に提言する。

令和4年7月～令和5年12月 計9回開催

〇小・中学校ＰＴＡ 〇区又は自治会
〇青少年健全育成推進会
〇小・中学校長
〇学校評議員（学校運営協議会）
〇その他

２２人



統合の経緯（1/3）

6

平成31年3月 「入間市公共施設マネジメント事業計画」 策定

令和元年度

令和2年度

計画が地域に与える影響及び課題についての住民意見

を聴取するため、「学校統合地区検討会議」を設置

令和3年3月
２年間で１０回の学校統合地区検討会議を開催し、地域住

民の意見を取りまとめた検討結果（報告書）を市長に提出

・ 野田中学校に一時移転・統合し、その間に建替え、全体で新校舎へ移転

・ 登下校時の通学路の安全対策を講じることが必要

報告書の内容（一部抜粋）

学校統合地区検討会議での検討結果を踏まえ、市としての方針を協議



統合の経緯（2/3）
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令和3年10月 市として、西武地区中学校の統合方針を決定

・ 令和７年度に野田中学校へ一時移転して統合する

・ 一時移転中に西武中学校を建替える

統合の方針

・ 令和11年度に新校舎へ移転する

【一時移転とした主な理由】

・ 生徒数の減少による教育活動の制約等を早期に解決するため

・ 生徒の安全を確保するため

・ 新校舎の建設費用の削減が見込めるため



統合の経緯（3/3）
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令和4年7月～

令和5年12月

学校統合に向けての諸課題について協議し、スムーズな

学校統合を進めるため、学校統合委員会を設置

令和5年12月
9回の学校統合委員会を開催し、その協議結果を取りま

とめた提言書を教育長に提出

１．通学路の交通安全対策について

２．統合後の学校の名称について

提言書の内容（タイトルのみ抜粋）

３．制服について

４．校章について

５．校歌について

６．通学方法について

７．学校に設ける設備について



２ ． 今後のスケジュール
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新校舎移転までのスケジュール
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西武中学校

令和7年度 校舎解体

令和8年度～令和10年度 新校舎建設

野田中学校
新西武中学校

（一時移転）

令和7年4月統合

新校舎移転

令和11年4月

令和7年3月閉校

令和7年3月閉校



新しい時代の学び舎のグランドデザイン（1/2）
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野田中学校



新しい時代の学び舎のグランドデザイン（2/2）
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野田中学校



３ ． 統合の進捗状況
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通学路の安全対策について

順次対策を図っています

学校統合地区検討会議と学校統合

委員会での協議を通じて、合計40

か所の課題箇所が抽出されました。

交通安全対策実施状況
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対応可能なものから、順次対策を

図っています。令和5年度までに

14か所に対策を行い、令和6年度

は市道幹49号線（上橋通り）の一

部にグリーンベルトとポストコーン

（ラバーポール）を設置します。



生徒交流について
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令和5年度から合計8回実施しました

令和5年度から、野田中学校や名栗げんきプラザを利用し、西武中・野田中生徒の

交流行事を行っています。回を重ねるごとに生徒たちの表情が明るくなり、心の不

安が軽減されつつあるようです。生徒からは「不安な気持ちが少し減った」「交流す

ることが“特別なこと”という意識がなくなってきた」といった感想がありました。

統合後、生徒たちがスムーズに学校生活を送れるよう、今後も交流を行ってまい

ります。



校章について
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野田中学校の校章を新校の校章とします

統合後の学校の校章については、統合委員会で協議いただいた結果（提言）を受

け、西武中・野田中両校校長が協議し、野田中学校の校章とすることが決まりました。

１．協議結果

①新たな校章を作る または

②野田中学校の校章を新校の校章とする

２．理由

①新設校としてのスタートにふさわしいイメージの校章を、新た

に作ることが望ましいと考えるため。

②野田中学校校章は、「ヒバリ」「けやきの葉」をモチーフとした、

新校の校章にも適したデザインであるため。また、新校の校章

に野田中学校の名残をとどめ、地域の歴史を承継したいため。

提言書（一部抜粋）



制服について
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新しい制服のデザインが決まりました

学校統合委員会の提言をもとに、生徒・保護者向けのサンプル展示、業者によるプ

レゼンテーション、学校運営協議会の意見聴取を行い、新しい制服のデザインが決

定しました。

１．協議結果

次の意見を取り入れた、新たな制服を作っていた

だきたいこと。

○安価であること ○軽量であること

○機能的であること ○デザインが良いこと

２．理由

従来の制服よりも安価で機能的など、時代に合わ

せた、購入しやすい制服とするべきと考えるため。

提言書（一部抜粋）



校歌について
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新しい校歌を制作 公開に向けて準備中です

学校統合委員会で新校の校歌について検討し、「新校であるので、新たな校歌を

作るのがよい」等の意見がありました。

「いるまのこどもへ贈る歌『どこから来たの？』」を作詞・作曲した杉山勝彦氏に、

校歌の制作を依頼しました。生徒の意見を取り入れながら、制作に取り組んでいた

だいています。

杉山勝彦 氏

入間市出身の作詞・作曲・編曲家。

第59回日本レコード大賞「作曲賞」を受賞。

乃木坂 46、家入レオさんの他、多くの人気アーティストに楽曲を提供し、その楽曲は NHK 

紅白歌合戦やドラマ主題歌としても歌唱されている。

平成30年1月に「元気な入間・生き生き功労賞」を受賞。平成30年11月には「いるまのこど

もへ贈る歌『どこから来たの？』」を提供いただき、市内の小中学生をはじめ、市民に親しま

れている。



西武地区中学校 学校統合だよりについて
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第2号まで発行しました 今後も随時発行します

西武中学校と野田中学校の統合に関するお知らせ「西武地区中学校 学校統合だ

より」を第2号まで発行しました。今後も随時発行してまいります。

１．公共施設に配架

○図書館西武分館

○西武地区センター

２．リーバー/すぐーるで配信

○西武地区の保護者

○西武地区の児童・生徒

３．市公式ホームページに掲載

配付先・方法



ご清聴ありがとうございました。

今後もスムーズな学校統合に向け準備を進めて参ります。



部活動について

西武中学校

●バスケットボール部（男・女）

●テニス部（男・女）

●バレーボール部（女）

●駅伝部

●総合芸術部

●煎茶道部

●明星部

野田中学校

●バスケットボール部（男・女）

●テニス部（男・女）

●バレーボール部（女）

●野球部 ●サッカー部

●剣道部（男・女） ●卓球部（男）

●美術部 ●吹奏楽部

●茶道部

現在の部活動



（参考）入間市の人口と児童生徒数の推移
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